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共催静岡科学館　　　　　　　　　　    指定管理者（公財）静岡市文化振興財団

文部科学省・静岡県教育委員会・静岡市教育委員会後援

主催 （独）国立科学博物館　　　　　　　　　　 ・日本博物館協会

10：00   16：30（最終入場16：00）
当日は教員・教員を目指す大学生は、入館料が無料になります。※身分証、学生の方は学生証を10階受付にてご提示ください。



授業づくり座談会

あすなろ公開講座

14：30～16：00

11：00～・13：00～

10：30～12：00

10：00～16：30（最終入場16：00）

清原洋一（文部科学省初中局教科調査官）

小川義和（国立科学博物館事業推進部学習企画・調整課長）

駿府博物館

東海大学社会教育センター

国立科学博物館

静岡市立登呂博物館

NPO法人静岡県自然史博物館ネットワーク

NPO法人ホールアース研究所

静岡市美術館
静岡市東海道広重美術館

静岡市清流の都創造課

静岡県環境ふれあい課
NPOラブネイチャーズ（午前）・静岡ガス㈱（午後）

静岡市立芹沢銈介美術館

静岡科学館

ディスカバリーパーク焼津天文科学館

宇宙航空研究開発機構（JAXA）宇宙教育センター

「ダジックアース」
地球立体表示と衛星データを用いた教育プログラムを使ってデモンストレーションするとともに、新学習指導要領
との関連や教室での使い方について解説します。

「小中学校で使える環境学習プログラム」  講師：日本自然保護協会自然観察指導員中部支部

〈会場〉９Fイベントホール

〈会場〉９F企画展示室

〈集合場所〉８F創作ルーム

〈会場〉８F実験ルーム

〈会場〉８F体験ステージ

フィールドワーク

テーブルサイエンス

10：00～11：00（地学領域）

13：00～14：00（化学領域）

授業づくり座談会
あすなろ公開講座

静岡市美術館 見学希望
フィールドワーク

授業づくり座談会・実験教室・フィー
ルドワークは事前申込制です。下の
申し込み用紙に記入し、静岡科学館
までFAXにてお送りください。
（８月10日 受付開始・先着順）

静岡科学館る・く・る
「教員のための博物館の日」担当
（長澤・高橋）

お申し込みをするものに○を付けてください。
（実験教室にお申し込みの方はご希望する時間にも　  チェックしてください。）

〔定員20名〕

〔各回定員20名〕

「金星の満ち欠けを実感しよう－金星の満ち欠けモデルの製作－」  
　　                                 　 講師：鈴木康浩（静岡県教育センター授業づくり支援課）

「イオンの動きを実感しよう－乾電池を用いたイオンの電気泳動－」  
　　　　　　　　　    　 講師：飯田寛志（静岡県教育センター授業づくり支援課）

10：00～（地学）「金星の満ち欠けを実感しよう－金星の満ち欠けモデルの製作－」

13：00～（化学）「イオンの動きを実感しよう－乾電池を用いたイオンの電気泳動－」

〔定員20名〕

静岡で科学等普及活動を行っているたくさんの団体によるブース出展や実験教室、フィールドワークの体験が大集結。
理科に限らず、様々な教科の先生の授業づくりのお手伝いをします。また、博学連携の専門家をお招きし、「授業づくり
座談会」を行います。この機会に授業づくりのヒントを集めてみませんか？

東京学芸大学大学院連合博士課程学校教育学専攻修了。博士（教育学）。博学連携を手掛けた長年の知見を活か
し、「教員のための博物館の日」の地方展開を図っている。

文部科学省と国立科学博物館から講演者を招き、博学連携の実例を紹介しながら教員の皆さんの悩みや課題を
語り合い、より効果的な授業づくりのあり方について意見交換をします。

筑波大学大学院博士課程物理学研究科を経て、上記の職と国立教育政策研究所教科課程調査官を併任してい
る。新学習指導要領と絡めた実験を取り入れた体験的理科学習を提言している。

事前申し込みの方に限り静岡市美術館が無料で見学できます。

各施設の提案する学校連携事業や教材を紹介します。

定員を超えた場合、観覧席での見学はできます。当日会場に直接お越しください。


